
　
〔
一
〕
は
じ
め
に

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
絵
本
三
国
志
』
は
、
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
・
歴
史

言
語
文
化
学
系
の
上
田
望
氏
が
、
科
学
研
究
費
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
日
本
・
中
国

に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
読
書
史
研
究
」（
2
0
0
2
年
度
～
2
0
0
3
年
度　

研
究
課
題
番
号
：
1
4
7
1
0
3
1
5
）
の
研
究
を
進
め
る
な
か
で
、
江
戸
時
代
の

『
三
国
演
義
』受
容
の
過
程
に
お
い
て
、
元
禄
期
の『
通
俗
三
国
志
』と
天
保
期
の『
絵

本
通
俗
三
国
志
』
の
重
要
性
に
改
め
て
注
目
し
、
収
集
し
た
資
料
で
あ
る
。

本
稿
は
、
氏
の
ご
許
可
を
得
て
、
本
資
料
を
底
本
と
し
て
そ
の
序
・
賛
の
翻
刻
、

及
び
解
題
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
北
陸
古
典
研
究
会
誌
『
北

陸
古
典
研
究
』
26
号
（
2
0
1
1
年
11
月
）
掲
載
の
本
書
巻
一
～
五
の
本
文
の
翻

刻
を
補
う
も
の
で
、
先
の
本
文
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ
り
本
文
の
翻
刻
の
み
で

あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
注
も
ほ
ど
こ
し
た
。

【
１
】
解
題

『
三
国
演
義
』
は
中
国
の
明
代
に
書
か
れ
た
、
後
漢
末
・
三
国
時
代
を
舞
台
と
す

る
時
代
小
説
・
通
俗
歴
史
小
説
で
あ
り
、
四
大
奇
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
こ
の

『
三
国
演
義
』
の
日
本
で
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
上
田
望
氏
の
「
日
本
に
お
け
る
『
三

国
演
義
』
の
受
容
（
前
篇
）
│
翻
訳
と
挿
図
を
中
心
に
」（
2
0
0
6
年
３
月
、「
金

沢
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
教
室
紀
要
」）
に
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、『
三
国
演
義
』
は
明
で
刊
行
さ
れ
て
間
も
な
く
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
。
そ

し
て
、「
湖
南
の
文
山
」と
名
乗
る
隠
士
が
こ
れ
を
翻
訳
し
、
元
禄
４
年（
1
6
9
1
）

９
月
に
、
西
川
嘉
長
な
る
人
物
の
賛
助
を
得
て
『
通
俗
三
国
志
』
の
名
で
開
板
、
京

都
の
書
肆
栗
山
伊
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
人
気
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
も

寛
延
、
天
明
と
版
を
重
ね
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
り
、
挿
図
（
上
田
氏
の
論
文
に
従

い
、
本
稿
で
は
、
こ
の
こ
ろ
に
制
作
さ
れ
た
刊
本
の
図
絵
を
「
挿
図
」
と
称
す
る
こ

と
と
す
る
）
つ
き
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
、
翻
案
物
、
歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
、
浮
世
絵

な
ど
の
題
材
と
な
り
、
受
容
層
が
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
、
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
挿
図
つ
き
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
の
主
な
も
の

都
賀
大
陸
著
『
絵
本
三
国
志
』
序
・
賛
の
翻
刻
お
よ
び
註
釈
の
こ
こ
ろ
み
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を
上
田
氏
の
論
文
に
沿
っ
て
あ
げ
る
と
、
享
保
６
年
（
1
7
2
1
）
羽
川
珍
重

（
1
6
8
5
～
1
7
5
4
）
画
『
三
国
志
』（
赤
本
）、
宝
暦
10
年
（
1
7
6
0
）
鳥

居
清
満
画
『
通
俗
三
国
志
』（
黒
本
・
青
本
）、
刊
年
未
詳
（
安
永
元
年
〈
1
7
7
2
〉

頃
刊
か
）『
通
俗
三
国
志
』、
天
明
８
年
（
1
7
8
8
）『
通
俗
三
国
志
』（
黄
表
紙
）

が
あ
る
。
本
稿
で
翻
刻
を
試
み
よ
う
と
す
る
『
絵
本
三
国
志
』
は
こ
れ
に
続
く
も
の

で
あ
る
が
、
黒
本
・
青
本
に
分
類
さ
れ
る
鳥
居
清
満
画
『
通
俗
三
国
志
』
と
大
き
な

違
い
が
あ
る
。

鳥
居
清
満
画
『
通
俗
三
国
志
』
は
、
全
丁
挿
図
で
あ
り
、
毎
丁
挿
図
の
余
白
に
登

場
人
物
に
つ
い
て
の
解
説
や
発
言
を
添
え
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
添
え

ら
れ
た
文
を
ど
の
部
分
か
ら
読
む
か
は
読
者
に
任
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
近
世

の
文
学
史
を
展
望
す
る
と
き
、
黒
本
・
青
本
に
続
く
も
の
は
黄
表
紙
で
あ
る
が
、
と

も
に
、
挿
図
の
余
白
に
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
挿
図
を
主
体
と
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
浮
世
草
子
な
ど
読
む
こ
と
を
主
体
と

し
た
も
の
は
、
挿
図
部
分
と
文
章
部
分
が
は
っ
き
り
分
か
れ
た
体
裁
と
な
っ
て
い

る
。
主
体
で
あ
る
文
章
の
間
に
従
で
あ
る
挿
図
が
添
え
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

で
は
『
絵
本
三
国
志
』
は
挿
図
と
文
章
の
ど
ち
ら
が
主
体
だ
ろ
う
か
。

先
の
鳥
居
清
満
画
『
通
俗
三
国
志
』
と
違
っ
て
、
挿
図
と
文
章
の
部
分
が
明
確
に

分
れ
て
い
る
。
文
章
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
物
語
と
し
て
一
続
き
に
読
む
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
『
国
書
総
目
録
』
で
「
読
本
」
に
分
類
さ
れ
る
由
縁
で
あ

ろ
う
。
が
、
文
章
の
作
者
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
、
明
瞭
を
欠
く
。

こ
れ
に
対
し
挿
図
の
制
作
に
関
し
て
は
、
見
返
し
に
「
浪
華
畫
工　

桂
源
吾
宗
信

圖
」、
巻
十
の
奥
付
に
「
図
画　

浪
華　

桂
源
吾
宗
信
」
と
作
者
名
を
掲
げ
、
巻
十

の
奥
付
に
は
更
に
「
鐫
工
」
と
し
て
石
原
半
兵
衞
を
筆
頭
に
５
人
の
名
、「
摺
写
工
」

と
し
て
古
川
藤
兵
衛
を
ふ
く
め
て
２
人
の
名
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。
挿
図
の
関
係

者
に
敬
意
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
本
書
は
挿
図

を
主
体
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
絵
本
三
国
志
』
は
読
み
も
の
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
「
絵
本
」
を
意
図
し
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
実
際
、
本
文
よ
り
挿
図
の
丁
数
の
ほ
う
が
多
い

巻
が
大
半
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
文
学
史
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
読
本
事
典
』（
国
文
学
資
料
館
・
八
戸
市
立
図
書
館
編
、
2
0
0
8
年
刊
）
を

繙
く
と
、
寛
政
（
1
7
8
9
～
1
8
0
0
）
後
期
に
、
大
坂
で
勝
尾
屋
六
兵
衛
が

岡
田
玉
山
画
『
絵
本
太
閤
記
』（
全
七
編
、
寛
政
９
年
〈
1
7
9
7
〉
～
享
和
２
年

〈
1
8
0
8
〉
刊
）
と
い
う
「
絵
本
読
物
（〈
絵
本
も
の
〉
読
本
）」
を
開
板
し
た
こ

と
は
「
注
目
す
べ
き
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
太
閤
記
も
の
の
歌
舞
伎
の

流
行
に
目
を
付
け
た
板
元
勝
尾
屋
が
こ
れ
を
絵
本
化
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
て
企
画

し
た
も
の
ら
し
い
が
、
そ
の
後
速
水
曉
斎
著
・
画
『
絵
本
忠
臣
蔵
』（
前
編
：
寛
政

12
年
〈
1
8
0
0
〉
刊
、
後
編
：
文
化
５
年
〈
1
8
0
8
〉
刊
）な
ど
続
々
刊
行
さ
れ
、

「
絵
本
読
物
（〈
絵
本
も
の
〉
読
本
）」
が
文
学
史
の
一
角
を
飾
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
『
読
本
事
典
』
は
『
絵
本
三
国
志
』
を
、
そ
の
前
史
に
あ
る
も
の
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
こ
れ
は
、
横
山
邦
治
氏『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方
と
―
』（
1
9
7
4

年
、
風
間
書
房
刊
）「
展
開
期
の
読
本
」
の
中
で
『
絵
本
三
国
志
』
が
「
絵
本
も
の

前
史
」
の
条
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

横
山
氏
は
「「
絵
本
忠
臣
蔵
」
を
絵
本
も
の
の
初
出
と
す
る
の
は
、
や
や
早
合
点

で
あ
っ
て
、
す
で
に
は
や
く
「
画
本
三
国
志
」
一
〇
 

都
賀
大
陸

桂
源
五
画
 

天
明
八
年
刊　

を
見
る

こ
と
が
で
き
る
」（
こ
こ
に
い
う
「
画
本
三
国
志
」
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
絵
本

三
国
志
』
と
同
一
で
、
本
稿
で
は
序
題
・
内
題
に
よ
り
『
絵
本
三
国
志
』
と
す
る
）

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
都
賀
庭
鐘
が
息
大
陸
の
序
の
あ
と
に
鼎
の
賛
を
与
え
て
い
る

こ
と
や
当
時
の
庭
鐘
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
み
て
、
庭
鐘
が
こ
の
『
絵
本
三
国
志
』
の
刊

行
に
か
か
わ
り
、
ま
た
、
期
待
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

十
巻
末
尾
の
広
告
に
「
全
部
二
十
冊
」
と
し
、「
従
十
一
至
廿
嗣
出
」
の
予
告
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
嗣
出
分
が
出
板
さ
れ
た
気
配
が
な
い
」こ
と
か
ら「
恐
ら
く
、

庭
鐘
の
期
待
に
反
し
て
不
評
」
で
、「
続
刊
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
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す
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
全
く
の
粗
筋
の
み
と
い
っ
て
も
い
い
も
の
で
あ
っ

た
」
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
絵
本
の
主
な
受
容
層
が
婦
女
子
で
あ
る

と
し
た
ら
、
こ
の『
絵
本
三
国
志
』が
決
し
て
婦
女
子
に
な
じ
ま
な
い
つ
く
り
で
あ
っ

た
こ
と
も
原
因
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
ず
、
先
述
の
よ
う
に
、
鳥
居
清
満
画
『
通
俗
三
国
志
』
は
挿
図
の
余
白
に
文
字

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
仮
名
文
字
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
絵
本
三
国
志
』
は
挿

図
が
多
い
と
は
い
え
、
ま
ず
文
字
だ
け
の
ペ
ー
ジ
か
ら
始
り
、
そ
れ
も
例
え
ば
巻
一

の
本
文
第
１
丁
表
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
仮
名
が
90
字
足
ら
ず
な
の
に
対
し
て
漢
字

が
1
4
0
字
ほ
ど
も
あ
る
。
書
き
出
し
も
、
前
者
は
湖
南
文
山
著
『
通
俗
三
国
志
』

に
よ
る
文
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
人
物
紹
介
に
必
要
な
最
小
限
に
と
ど
ま

る
の
に
対
し
、
後
者
は
黄
巾
の
乱
な
ど
、
物
語
の
歴
史
的
背
景
か
ら
説
き
起
こ
し
て

い
る
。
前
者
は
挿
図
の
中
に
登
場
人
物
の
短
い
セ
リ
フ
を
口
語
体
で
添
え
る
体
裁
と

な
っ
て
い
る
が
、
後
者
は
漢
文
を
読
み
下
し
た
よ
う
な
堅
苦
し
い
文
の
連
続
で
あ

る
。
挿
図
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
人
物
に
焦
点
を
あ
て
ア
ッ
プ
に
描
い
て
い
る
の
に

対
し
、
後
者
は
背
景
も
遠
近
法
を
用
い
、「
背
景
の
樹
木
岩
石
山
容
な
ど
に
、
伝
統

画
派
の
狩
野
風
に
近
い
筆
致
が
用
い
ら
れ
」（
鈴
木
重
三
「
日
本
に
お
け
る
三
国
志

の
挿
絵
本
」〈『
絵
本
と
浮
世
絵
』
1
9
7
9
年
、
東
京
美
術
出
版
社
刊
〉）
て
お
り
、

格
調
高
い
本
格
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
用
語
・
挿
図
、
さ

ら
に
は
文
と
絵
を
分
け
た
本
の
つ
く
り
の
ど
れ
ひ
と
つ
と
っ
て
も
絵
本
の
主
な
受
容

層
で
あ
る
婦
女
子
に
好
ま
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。『
絵
本
三
国
志
』
が
「
庭
鐘
の

期
待
に
反
し
て
不
評
」
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
こ
と
が
大
き
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
（
但
し
、
本
翻
刻
の
底
本
に
は
繰
り
返
し
読
ま
れ
た
形
跡
が
あ
る
）。

し
か
し
、
横
山
氏
は
『
絵
本
三
国
志
』
を
以
後
に
続
く
絵
本
も
の
の
「
初
出
と
も

い
う
べ
き
」
と
位
置
付
け
、「
半
紙
本
型
読
本
の
な
か
に
“
画
本
”（
見
返
し
に
見
え

る
字
）“
絵
本
”（
題
簽
、
内
題
な
ど
に
見
え
る
字
）
を
冠
し
た
題
名
を
導
入
し
た
と

い
う
功
は
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
発
生
期
読
本
に
見
ら
れ
た
仇
討
ち
話

を
中
心
と
し
た
実
録
物
の
系
譜
か
ら
は
題
材
を
選
ば
ず
、
中
国
種
と
は
い
え
史
伝
も

の
の
軍
記
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
見
識
を
示
し
て
い
る
と
し
て
い
い
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
評
価
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
絵
本
三
国
志
』
が
文
学
史
的
に
は
一
時
代
を
画
す
る
も
の

と
し
て
も
う
少
し
評
価
さ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
こ
に
そ
の
序
を

翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
２
】
書
誌
に
つ
い
て

《
底
本
》
金
沢
大
学
人
文
学
類
上
田
望
氏
家
蔵
の
も
の
を
用
い
た
。

《
題
名
》
本
書
の
題
簽
は
巻
一
に
左
肩
子
持
ち
枠
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
程
度
に

残
る
が
、
巻
四
は
剥
落
、
そ
の
他
は
そ
の
痕
跡
が
残
る
の
み
で
、
そ
の
部
分

に
題
「
三
国
志
」
と
巻
数
を
墨
書
き
し
て
あ
る
。
見
返
し
題
は
「
画
本
三
國

志
」、
序
題
・
内
題
な
ど
は
「
繪
本
三
國
志
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は

序
題
・
内
題
に
従
い
、『
絵
本
三
国
志
』
と
す
る
。

《
刊
行
年
・
刊
行
者
》
第
十
巻
末
の
奥
付
に
よ
る
と
、
刊
行
年
は
天
明
８
年

（
1
7
8
8
）
戊
辰
５
月
、
刊
行
者
は
攝
府
（
大
阪
）
書
林　

葛
城
長
兵
衛

を
は
じ
め
３
都
６
肆
と
見
ら
れ
る
。

《
蔵
版
》
見
返
し
に
「
京
都
書
林
額
田
一
正
人
蔵
」
と
あ
る
。

《
体
裁
》
半
紙
本
袋
綴（
縦
22
・
5
～
22
・
7
×
横
15
・
8
～
15
・
9
）、
縹
色
表
紙
。

版
面
は
一
重
匡
郭
。
版
心
は
、
柱
の
上
か
ら
５
分
の
１
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
二

重
山
形
の
上
魚
尾
、
そ
の
す
ぐ
下
に
「
繪
本
三
國
志
」
の
題
と
巻
数
、
下
か

ら
４
分
の
１
程
度
の
と
こ
ろ
に
三
角
形
の
下
魚
尾
、
そ
の
す
ぐ
下
に
丁
数
が

記
さ
れ
て
い
る
。

全
10
巻
、
10
冊
で
あ
る
。
各
巻
の
丁
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（（　

）
内

は
挿
図
の
数
を
示
す
。
大
方
は
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
半
丁
１
ペ
ー

ジ
の
も
の
も
あ
る
。）

巻
一　

21
丁
（
12
葉
）
／
巻
二　

25
丁
（
15
葉
）
／
巻
三　

24
丁
（
16
葉
）
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／
巻
四　

25
丁
（
15
葉
）
／
巻
五　

22
丁
（
15
葉
）
／
巻
六　

31
丁
（
15
葉
）

／
巻
七　

30
丁
（
15
葉
）
／
巻
八　

27
丁
（
15
葉
）
／
巻
九　

29
丁
（
15
葉
）

／
巻
十　

30
丁
（
15
葉
）（
巻
一
は
外
に
序
等
６
丁
が
付
さ
れ
て
い
る
）

《
作
者
》
標
題
に
「
画
本
」「
繪
本
」
と
あ
る
よ
う
に
絵
が
主
体
の
書
物
で
あ
り
、

見
返
し
に
「
浪
華
畫
工　

桂
源
吾
宗
信
圖
」、
巻
十
の
奥
付
に
「
図
画　

浪

華　

桂
源
吾
宗
信
」
と
あ
る
。
本
文
の
筆
者
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
が
、

序
文
に
よ
り
都
賀
大
陸
と
判
断
さ
れ
る
。

【
３
】
作
者
に
つ
い
て

〔
ａ
〕
挿
図
の
作
者
：
桂
源
吾
宗
信

『
国
書
人
名
辞
典
』（
1
9
9
3
～
1
9
9
9
年
、
岩
波
書
店
刊
）
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

桂
宗
信 

か
つ
ら

む
ね
の
ぶ　

絵
師　
〔
生
没
〕
享
保
20
年
（
1
7
3
5
）
生
、
寛
政
２
年

（
1
7
8
5
）８
月
27
日
没
。
56
歳
。
墓
、
大
阪
天
王
寺
清
寿
院
。〔
名
号
〕
名
、

常
政
・
宗
信
。
通
称
、
源
吾
・
源
五
郎
・
左
司
馬
。
号
、
雪
典
・
眉
山
・
通
神

道
人
・
通
神
亭
。〔
経
歴
〕
大
阪
今
橋
中
橋
筋
北
横
町
・
舟
町
に
住
す
。
画
法

を
月
岡
雪
鼎
に
学
び
、
人
物
・
花
鳥
を
能
く
し
た
。
肉
筆
美
人
画
の
他
、
読
本
・

狂
歌
本
の
挿
絵
を
描
い
た
。〔
著
作
〕『
絵
本
三
国
志
画
』〈
天
明
８
年
刊
〉、『
女

撰
要
和
国
織
画
』〈
明
和
６
年
刊
〉、『
狂
歌
五
題
集
画
』〈
天
明
元
年
〉、『
狂
歌

両
節
東
街
道
画
』〈
安
永
９
年
刊
〉、
他

〔
ｂ
〕
文
章
の
作
者
：
都
賀
大
陸

本
書
の
文
章
の
作
者
に
つ
い
て
は
見
返
し
・
奥
付
等
に
記
載
が
な
い
。
中
村
幸
彦

氏
は
「
都
賀
庭
鐘
伝
攷
」（「
国
語
と
国
文
学
」
1
9
6
1
年
）の
天
明
８
年
の
条
で
、

「
大
陸
の
序
に
よ
れ
ば
、『
演
義
三
国
志
』
の
行
な
わ
れ
る
に
つ
い
て
、「
京
師
書
林
。

以
レ
有
二
前
書
行
一
。
尚
重
欲
下
刻
二
図
象
一
。
而
假
中
鼓
吹
上
」、
そ
し
て
画
者
を
求
め

た
時
、「
余
于
レ
時
令
三
桂
眉
仙
。
従
二
事
於
其
経
営
一
。
自
来
閲
レ
年
幾
二
十
」に
し
て
、

眉
仙
の
画
が
で
き
た
の
で
、「
於
レ
此
乎
。
啓
レ
筆
馳
レ
墨
。
既
得
レ
卒
レ
業
」と
あ
れ
ば
、

大
陸
の
著
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
記
す
。
以
後
『
絵
本
三
国
志
』
の
作
者
は
都

賀
大
陸
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
「
啓
レ
筆
馳
レ
墨
。
既
得
レ
卒
レ
業
」
は
「
一
日
刻
二
齋
扉
一
来
曰
」
で
始
ま

る
眉
仙
の
言
葉
の
結
び
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
の
で
「
啓
レ
筆
馳
レ
墨
。

既
得
レ
卒
レ
業
」
人
物
は
眉
仙
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
以
下
「
旁
効
二
画
引
一
。

濫
加
二
国
字
一
。
…
…
」
は
序
者
の
気
持
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
序

者
都
賀
大
陸
が
『
絵
本
三
国
志
』
の
文
章
を
作
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

作
者
都
賀
大
陸
に
つ
い
て
、
や
は
り
『
国
書
人
名
辞
典
』
の
解
説
を
載
せ
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

　

都
賀
大
陸
 

つ
が
た

い
り
く　

医
者　
〔
生
没
〕生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代
中
期
の
人
。〔
名

号
〕
名
、
枝
春
。
字
、
直
丞
。
通
称
、
直
之
丞
。
号
、
大
陸
。〔
家
系
〕
都
賀

庭
鐘
の
男
。〔
経
歴
〕
大
阪
天
満
に
住
し
て
医
を
業
と
し
、
傍
ら
読
本
等
の
著

作
を
し
た
。
父
庭
鐘
が
安
永
９
年
（
1
7
8
0
）『
康
煕
字
典
琢
屑
』
を
刊
行

し
た
際
、
使
用
の
た
め
の
凡
例
「
初
学
索
引
」
を
付
し
て
い
る
。〔
著
作
〕『
絵

本
三
国
志
』〈
天
明
８
年
刊
〉、『
投
壺
今
格
編
』〈
明
和
６
年
刊
〉、
他

〔
二
〕「
絵
本
三
国
志
序
」
翻
刻

〔
凡
例
〕１

、
注
を
付
す
関
係
か
ら
、
本
文
の
翻
刻
を
い
く
つ
か
に
分
け
て
示
し
た
。

２
、
そ
の
あ
と
に
〈
訓
読
〉、〈
注
〉
を
付
し
た
。

３
、〈
注
〉
の
〔
漢
〕
は
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』、〔
康
〕
は
『
康

煕
字
典
』、〔
日
〕
は
小
学
館
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
ら
の
引
用
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で
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
大
漢
和
辞
典
』
の
解
説
は
現
代
仮
名
遣
い

に
改
め
た
。

４
、「
繪
」を「
絵
」、「
國
」を「
国
」な
ど
、
一
部
通
行
の
文
字
に
改
め
た
。

５
、
用
例
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
も
の
、
ま
た
、
都
賀
庭
鐘
が
安
永
９
年

（
1
7
8
0
）
に
翻
刻
校
刊
し
た
こ
と
か
ら
『
康
煕
字
典
』
の
中
か

ら
あ
げ
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

　
　

絵
本
三
国
志
序　

【
本
文
１
】
演

-

義
三

-

国
以
二
国
字　

ヲ
一
行　

ル
ヽ
ヤ

  

二
于
世　

ニ
一
也
。
久　

シ

矣
。
其
於　

ル
レ
爲　

ル
ニ

 

レ
話
也
。

膾
二-

炙　
シ

人

-

腸　
ニ

一
。
糖
二-

児

-

口　
ニ

一
。
方　

ニ

且
升

-

平
無

-

疆
。
百

-
事
得　

ル
レ
時　

ヲ

。
波

-

末

及
二
歌
舞　

ニ
一
。
市

-

農
耽　

リ
二
間
談　

ニ
一
。
此　

ニ

喜
二
耳
食　

ヲ
一
。
不
レ
厭　

ハ
二
彼　

ノ

食
-

言　
ヲ

一
。
話

-

説
之

托ス
ル
モ
ノ

 

二
国

-

字　
ニ

一
者
。
続
々　

ト
シ
テ

  

而
起　

ル

。
偽
閒
目　

ス
ル
ニ

  
以　

ス
ル
ヤ

  
二
軍
書　

ヲ
一
也
。
如　

レ
レ
可　

カ
レ
笑
矣
。

〈
訓
読
〉
演
義
三
国
国
字
を
以
て
世
に
行
る
ゝ
や
、
久
し
。
其そ

の

話
為た

る
に
於
る
や
、

人
腸
に
膾
炙
し
、
児
口
に
糖

す
。
方ま

さ

に
且

ま
さ
に

升
平
無
疆
、
百
事
時
を
得
て
、
波
末

歌
舞
に
及
ぶ
。
市
農
間
談
に
耽
り
、
此
に
耳
食
を
喜
ぶ
。
彼か

の

食
言
を
厭い

と
はず

、
話
説

の
国
字
に
托
す
る
者
、続
々
と
し
て
起
る
。
偽
閒
目
す
る
に
軍
書
を
以
て
す
る
や
、

笑
う
可
き
が
如
し
。

〈
注
〉１

、
糖

＝
こ
な
も
ち
。
た
だ
し
、「
糖
二

児
口
一
」
は
下
の
「
膾
二
炙
人
腸
一
」

に
対
す
る
語
で
、
本
文
８
に
「
是
即
糖

止
レ
啼
耳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
子

供
だ
ま
し
の
意
に
用
い
て
い
る
か
。

２
、
升
平
＝
太
平
の
世
。『
絵
本
三
国
志
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
ろ
は
ま
さ
に
天
下

太
平
の
時
代
と
い
え
る
。

３
、
無
疆
＝
限
り
な
い
。

４
、
間
談
＝
閑
談
と
も
。
気
ま
ま
に
の
ん
び
り
話
を
す
る
こ
と
。

５
、
耳
食
＝
聞
い
た
だ
け
で
物
の
味
を
判
断
す
る
意
か
ら
転
じ
て
、
自
分
で
充
分

に
吟
味
し
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
他
人
の
説
の
う
わ
べ
を
聞
い
て
、

む
や
み
に
こ
れ
に
従
う
意
。

　
　
『
孔
雀
楼
筆
記
』（
清
田
儋
叟
著
、
明
和
５
年
〈
1
7
6
8
〉
刊
）
序
「
芸
苑

之
士
。（
略
）
滔
々
者
以
耳
食
矣
。
亦
何
足
論
。（
芸
苑
ノ
士
、
滔
々
タ
ル
者
以

テ
耳
食
ス
。
亦
何
ゾ
論
ズ
ル
ニ
足
ラ
ン
。）」、『
山
中
人
饒
舌
』（
田
能
村
竹
田
）

「
世
悦
山
水
。
衆
口
同
声
。
亦
耳
食
語
。（
世
の
山
水
を
悦
ぶ
は
衆
口
同
声
。
亦

耳
食
の
語
な
り
。）」

６
、
食
言
＝
『
近
世
説
美
少
年
録
』（
曲
亭
馬
琴
作
、
文
政
12
年
〈
1
8
2
9
〉

～
天
保
３
年
〈
1
8
3
2
〉）
一

-

五
「
食い

つ
は
り言

多
き
人
こ
こ
ろ
」

７
、
偽
閒
＝
い
つ
わ
り
や
い
き
ち
が
い
。（「
閒
」
＝
〔
煕
〕
迭タ

ガ
フ

 

也
。）

【
本
文
２
】
京

-

師　
ノ

書

-

林
。
以
レ
有　

ヲ
二
前

-

書　
ノ

行
一
。
尚
重　

テ

欲
下
刻　

シ
テ

 

二
図

-

象　
ヲ

一
。
而

假ン
ト

 

中
鼓

-

吹　
ヲ

上
。
遂　

ニ

募　
ル

下
工ナ

ル

 

レ
畫　

ニ

者　
ヲ

於
洛

-

摂　
ノ

之
地　

ニ
上
。
余
于
レ
時
令
三
桂

-

眉

-

仙　
ヲ

。

従
二-

事　
セ

於
其
経
営　

ニ
一
。
自

-

来
閲ス

ル
コ
ト

   

レ
年　

ヲ

幾　
ン
ト

 

二

-

十
。
杳

-

乎ト
シ
テ

  

不
レ
見
二
其
人　

ヲ
一
。

一
日
刻　

テ
二
齋
扉　

ヲ
一
来　

テ

曰
。

〈
訓
読
〉
京
師
の
書
林
、
前
書
の
行
う
有
を
以
て
、
尚
重
て
図
像
を
刻
し
て
、
鼓
吹

を
仮
ら
ん
と
欲
す
。
遂
に
画
に
工た

く
みな

る
者
を
洛
摂
の
地
に
募
る
。
余
時
に
桂
眉
仙

を
し
て
、
其
経
営
に
従
事
せ
し
む
。
自
来
年
を
閲
す
る
こ
と
幾ほ

と

ん
ど
二
十
。
杳
乎

と
し
て
其
人
を
見
ず
。
一
日
齋
扉
を
刻
て
、
来
て
曰
。

〈
注
〉１

、
閲
年
＝
一
年
を
経
る
。「
自
来
閲
レ
年
幾
二
十
」
と
あ
る
の
を
信
じ
る
と
、『
絵

本
三
国
志
』
中
の
1
4
8
葉
の
挿
図
を
制
作
す
る
の
に
20
年
か
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。

２
、
齋
扉
＝
立
派
な
扉
。「
扉
」
は
、
書
籍
の
見
返
し
の
次
に
あ
っ
て
、
書
名
・

著
者
名
な
ど
を
記
し
た
ペ
ー
ジ
。

【
本
文
３
】
此　

ノ

演

-

義　
ヤ

也
。
元

-

明
以

-

降
。
盛　

ン
ニ

 

附　
シ
テ

 

二
優
劇　

ニ
一
。
模　

シ
二
體

-

態　
ヲ

一
。
弄　

シ
二

ス
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意

-

気　
ヲ

一
。
美

-

悪
分　

チ
レ
形　

ヲ

。
賢

-

愚
異　

ニ
ス

 

レ
容　

ヲ

。
則
掉　

シ
二
戟　

ヲ

鳳

-

亭　
ニ

一
。
起　

ス
二
臥　

ヲ

草

-

盧　
ニ

一
。

及　
ヒ

長

-

坂
力

-

戦　
ノ

之
勇
。華

-

陽
縦　

ス
ノ

 

レ
仇　

ヲ

之
義
。至
下
劉
衒　

リ
二
小
善　

ヲ
一
。曹
忌　

ム
ニ

 

中
鷄

-

肋　
ヲ

上
。

優

-

技
振
々　

ト

其
科
尽　

セ
リ

 

矣
。
画　

ノ

之
所
レ
施　

ス

。
恐　

ク
ハ

 

不　
ン

レ
能
レ
出　

ル
コ
ト

  

二
其
右　

ニ
一
焉
。
世
常　

ニ

説
。

詩
中
有
レ
畫
也
。
劇

-

裏
豈　

ニ

得ン
ヤ

 

レ
無コ

ト
ヲ

  

レ
態
哉
。

〈
訓
読
〉
此
の
演
義
や
、
元
明
以
降
、
盛
ん
に
優
劇
に
附
し
て
、
體
態
を
模
し
、
意

気
を
弄
し
、
美
悪
形
を
分
ち
、
賢
愚
容か

た
ちを

異
に
す
。
則
ち
戟
を
鳳
亭
に
掉と

う

じ
、
臥

を
草
盧
に
起
す
。
及
び
長
坂
力
戦
の
勇
、
華
陽
仇
を
縦ゆ

る

す
の
義
、
劉
小
善
を
衒ほ

こ

り
、

曹
鷄
肋
を
忌
む
に
至
る
。
優
技
振
々
と
其
の
科
尽
せ
り
。
画
の
施
す
所
。
恐
く
は

其
右
に
出
る
こ
と
能あ

た

は
ざ
ら
ん
。
世
常
に
説
く
、
詩
中
畫
有
る
な
り
と
。
劇
裏
豈あ

に

態
無
き
こ
と
を
得
ん
や
。

〈
注
〉１

、
優
劇
＝
芝
居
。『
鴛
渚
志
餘
雪
窗
談
異
』「
至
十
五
昏
時
、
城
中
俄
伝
東
門
灯

彩
之
盛
、
有
女
楽
美
観
、
優
劇
逞
技
」

２
、
掉
二
戟
鳳
亭
一
…
…
曹
忌
中
鷄
肋
上
＝
こ
の
部
分
は
『
三
国
演
義
』
で
「
優
劇

に
附
」
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
　
「
掉
二
戟
鳳
亭
一
」
は
、
本
書
巻
二
の
「
司
徒
王
允
説
二
貂
蝉
一
」
か
ら
始
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
。
司
徒
王
允
が
董
卓
の
悪
逆
を
嘆
く
の
を
見
て
、
王
允
に
幼
時
か

ら
養
わ
れ
て
い
た
妓
の
貂
蝉
が
自
ら
申
し
出
て
董
卓
と
呂
布
を
籠
絡
し
両
者
の

仲
違
い
を
は
か
り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
王
允
が
董
卓
を
亡
ぼ
す
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
山
場
が
「
鳳
儀
亭
呂
布
戯
二
貂
蝉
一
」
の
段
。
そ
の
末
尾
に
「
此
一

段
を
後
世
雑
劇
に
扮う

つ

し
て
。
鳳
儀
亭
掉
戟
董
卓
」
と
あ
る
。

　
　
「
起
二
臥
草
盧
一
」
は
、
本
書
巻
五
末
の
「
玄
徳
三
顧
二
茅
盧
一
」
か
ら
巻
六
の

「
定
三
分
孔
明
出
二
茅
盧
一
」
に
か
け
て
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
玄
徳
が
三
顧
の

礼
を
尽
し
て
孔
明
を
軍
師
に
む
か
え
る
、
と
い
う
も
の
。

　
　
「
長
坂
力
戦
之
勇
」
は
、
本
書
巻
六
の
「
長
坂
坡
趙
雲
救
二
幼
主
一
」
に
見
え

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
玄
徳
は
兵
と
民
を
率
い
て
江
陵
に
向
か
う
が
曹
操
の
大
軍
に

圧
倒
さ
れ
て
苦
戦
し
、
家
族
も
ば
ら
ば
ら
に
な
る
。
そ
こ
で
趙
雲
が
単
騎
で
玄

徳
の
糜
夫
人
と
そ
の
子
を
救
う
が
、
深
手
を
負
っ
た
糜
夫
人
は
子
を
趙
雲
に
託

し
て
自
ら
は
井
戸
に
身
を
投
げ
て
し
ま
う
。
趙
雲
は
や
む
な
く
敵
と
戦
い
な
が

ら
立
ち
退
く
が
、
そ
の
子
が
王
と
な
る
予
兆
が
あ
ら
わ
れ
る
、
と
い
う
も
の
。

　
　
「
華
陽
縦
レ
仇
之
義
」
は
、
本
書
巻
七
の
「
曹
操
敗
二
走
華
容
道
一
」「
関
羽
義

釈
二
曹
操
一
」に
よ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。関
羽
は
曹
操
の
退
路
に
立
ち
ふ
さ
が
る
が
、

か
つ
て
曹
操
に
優
遇
さ
れ
た
恩
義
を
忘
れ
ず
、
見
逃
す
と
い
う
も
の
。

　
　
「
至
下
劉
衒
二
小
善
一
。
曹
忌
中
鷄
肋
上
」
は
、
本
書
巻
八
か
ら
十
ま
で
の
成
り

行
き
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
劉
備
は
、
た
と
え
ば
、
零
陵
・
武
陵
・
長
沙
・
桂

陽
を
攻
め
、
降
参
し
た
太
守
・
郡
守
を
再
び
そ
の
地
位
に
つ
け
る
、
周
瑜
が
孫

権
の
妹
孫
夫
人
を
め
あ
わ
せ
る
こ
と
を
口
実
に
玄
徳
を
呼
び
寄
せ
て
殺
そ
う
と

は
か
る
が
、
母
呉
夫
人
・
孫
夫
人
が
玄
徳
を
気
に
入
っ
て
し
ま
う
、
龎
統
の
劉

璋
攻
略
策
を
同
族
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
し
り
ぞ
け
る
な
ど
、
幾
多
の
戦
い
を

そ
の
人
柄
の
よ
さ
で
き
り
ぬ
け
、
つ
い
に
漢
中
王
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
曹

操
は
、
夏
侯
淵
の
仇
討
ち
を
口
実
に
蜀
に
攻
め
入
る
が
、
孔
明
・
趙
雲
・
張
飛
・

魏
延
ら
に
は
ば
ま
れ
て
苦
戦
し
、
目
前
の
鷄
肋（
鷄
の
あ
ば
ら
骨
）を
見
て
「
鷄

肋
鷄
肋
」
と
つ
ぶ
や
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
曹
操
の
心
底
に
撤
退
の
思
い
が
あ
る

と
察
し
た
楊
脩
を
憎
ん
で
殺
し
、
さ
ら
な
る
進
撃
を
す
る
も
魏
延
の
矢
に
あ
た

り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
長
安
に
も
ど
る
、
と
い
う
も
の
。

　
　
「
此
演
義
也
。
元
明
以
降
。
盛
附
二
優
劇
一
。
…
…
」
と
あ
る
が
、『
三
国
志

演
義
大
事
典
』（
1
9
9
6
年
、
潮
出
版
社
刊
）
に
よ
る
と
、
中
国
で
は
、『
三

国
演
義
』
が
完
成
す
る
以
前
か
ら
『
三
国
志
』
の
人
物
を
題
材
と
し
た
演
劇
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
三
国
演
義
』
が
完
成
し
た
後
は
こ
れ
を

題
材
と
し
た
劇
が
盛
行
し
た
の
は
勿
論
の
よ
う
で
あ
る
。

３
、
振
々
＝
盛
ん
な
さ
ま
。
盛
大
な
さ
ま
。『
峡
中
紀
行
』（
荻
生
徂
徠
、
宝
永
３

年
〈
1
7
0
6
〉）「
其
子
孫
振
々
、
有
二
顕
而
侯
者
一
」

４
、
科
＝
し
ぐ
さ
。

金沢大学　資料館紀要　第7号　2012

(6)
—59—



【
本
文
４
】
問　

ン
カ

 

二
乎
優

-

人　
ニ

一
西

-

劇
無
レ
所
レ
傳　

ル

。
況　

ヤ

又
技

-

骨
素　

ト

有
三
才　

ト

與
二
不

-

才
一
。
観　

ル

者
亦
有
下
馴　

レ
テ

 

能　
ク

知
上
レ
分コ

ト
ヲ

  

二
其
為
レ
巧　

ト

為　
ル
ヲ

 

一
レ
拙　

ト

。
殿

-

最
評

-

品
。
其

詳ナ
ル
コ
ト

   
如
二
春

-

秋　
ノ

予

-

奪　
ノ

一
。
馬

-

班
研

-

究　
シ

褒

-

貶
不
レ
究
二
異

-

議　
ヲ

一
。
而シ

テ

 

雅

-

楽ナ
ル

 

也モ
ノ
ハ

 
者
。
温

-

重
養

-

體
。
巧

-

簡
得
レ
中　

ヲ

而
不
レ
流
。

〈
訓
読
〉
優
人
に
問
ん
か
。
西
劇
伝
る
所
無
し
。
況
や
又
技
骨
素も

と
才
と
不
才
有
り
。

観
る
者
亦
馴
れ
て
能
く
其
の
巧
為た

る
と
拙
為
る
を
分
つ
こ
と
を
知
る
有
り
。
殿
最

評
品
、
其
の
詳
な
る
こ
と
春
秋
の
予
奪
の
如
し
。
馬
班
研
究
し
褒
貶
異
議
を
究
め

ず
。
而
し
て
雅
楽
な
る
も
の
は
、
温
重
養
體
、
巧
簡
中
を
得
て
流
れ
ず
。

〈
注
〉１

、
西
劇
＝
「
西
」
は
日
本
か
ら
見
て
西
の
中
国
を
さ
し
、
先
に
挙
げ
た
元
明
の

劇
を
さ
す
か
。『
莠
句
冊
』（
都
賀
庭
鐘
、
天
明
６
年
〈
1
7
8
6
〉
刊
）九
「
唐

土
は
黄
金
乏
し
く
。
一
釐
千
銭
に
当
り
。
赤
銅
是
に
次
と
聞
ば
。（
略
）山
伏
云
。

西
土
も
と
よ
り
赤
銅
乏
し
か
ら
ず
」、『
胆
大
小
心
録
』（
上
田
秋
成
）七
六
「
萩

の
字
、
万
え
う
集
に
は
、
秋
芽
、
又
牙
子
花
な
ど
書
き
た
り
。（
略
）
西
土
に

て
は
、
今
は
胡
子
花
と
よ
ぶ
」
に
見
え
る
「
西
土
」
は
中
国
を
さ
す
。

２
、
技
骨
＝
わ
ざ
の
品
格
か
。

３
、
殿
最
＝
〔
日
〕（「
殿
」
は
下
功
、「
最
」
は
上
功
の
意
）
す
ぐ
れ
た
功
績
と

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
功
績
。『
本
朝
文
粋
』
九
・
学
校
如
林
詩
序
〈
大
江
朝
綱
〉

「
王
何
之
家
、
争
二
殿
最
於
毛
髪
一
」、『
江
談
抄
』
二
「
後
人
難
レ
決
二
殿
最
一
歟
」

４
、
春
秋
予
奪
。
馬
班
研
究
褒
貶
＝
「
春
秋
」
は
五
経
の
一
で
、
孔
子
が
手
を
加

え
た
と
い
う
史
書
。「
予
奪
」
は
、『
童
子
問
』「
若
し
夫
れ
日
月
名
字
爵
位
の

間
に
於
て
褒
貶
予
奪
す
る
者
は
、
聖
人
の
意
に
非
」
の
用
例
か
ら
考
え
て
「
褒

貶
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
馬
班
」
は
司
馬
遷
と
班
固
。

「
史
記
」
と
「
漢
書
」。

　
　
『
春
秋
』
に
関
し
て
「
一
字
褒
貶
」
と
い
う
語
が
あ
る
。〔
日
〕
は
杜
預
の
「
春

秋
左
氏

-

序
」の「
春
秋
雖
下
以
二
一
字
一
為
中
褒
貶
上
、
然
皆
須
二
数
句
一
以
成
レ
言
」

よ
り
出
た
語
と
し
、
一
字
の
使
い
分
け
で
、
人
を
ほ
め
た
り
、
け
な
し
た
り
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
説
す
る
。『
経
典
題
説
』（
林
羅
山
）
二
九
「
故
に
春

秋
に
書
せ
る
一
字
の
褒
美
は
、
王
公
の
栄
華
に
も
ま
さ
れ
り
、
一
字
の
そ
し
り

は
市
町
に
て
打
擲
せ
ら
る
ゝ
恥
よ
り
も
劣
れ
り
と
云
へ
り
」、『
経
子
史
要
覧
』

（
荻
生
徂
徠
）
上
「
魯
の
春
秋
の
み
後
世
に
存
せ
り
、（
略
）
古
来
の
学
者
、
一

字
の
褒
貶
と
云
ふ
こ
と
に
拘
は
り
泥
み
て
、
い
ろ
い
ろ
と
穿
鑿
妄
解
す
、
必
ず

信
ず
べ
か
ら
ず
」
な
ど
に
み
え
る
よ
う
に
、
近
世
に
お
い
て
は
『
春
秋
』
に
関

す
る
「
一
字
褒
貶
」
と
い
う
語
は
『
春
秋
』
を
学
ぶ
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
、「
春
秋
予
奪
」
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
語
と
考
え
ら
れ
、「
春
秋

予
奪
。
馬
班
研
究
褒
貶
」
は
、
観
劇
の
輩
の
劇
評
は
細
部
に
至
っ
て
い
る
、
の

意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
、
雅
楽
＝
正
し
い
音
楽
。

６
、
温
重
＝
温
和
で
荘
重
の
意
か
。

７
、
養
體
＝
体
を
養
う
。

８
、
巧
簡
＝
精
巧
と
簡
単
の
意
か
。

９
、
不
流
＝
ほ
ど
よ
い
状
態
を
保
つ
意
か
。〔
煕
〕
流

ナ
ガ
レ
ハ
ビ
コ
リ
テ

漫 

無　
キ

二

節
ホ
ド
ヨ
キ
ト
シ
テ

制
一
也
。

【
本
文
５
】
其
偽

-

劇　
ハ

也
。
師ト

シ
テ

  

レ
心　

ヲ

而
従
レ
所　

ニ
レ
適　

ク

。
但
老

-

優ニ
シ
テ

  

為　
ヤ

レ
科　

ヲ

也
。
志　

テ

而

不
レ
為
。
々　

テ

而
有
レ
所
レ
限　

ル

。
量ル

ニ

 

二
其
浅
深　

ヲ
一
。
汽

-

乎ト
シ
テ

  

不
レ
易
レ
商　

リ

焉
。
喜ニ

シ
テ

大
而

何　
ソ

不
レ
揚
レ
笑　

ヲ

。
憂
窮　

ル

者　
ハ

反　
テ

恬

-

然　
タ
リ

 

。
又
不
レ
怠
当

-

時
有
二
萬

-

種
之
意

-

態
一
也
。

優

-

者
果　

シ
テ

 

能　
ク

得　
ル
ヤ

 

二
摸　

シ

出ス
コ
ト
ヲ

   

一
否　

ヤ

。
又
方　

テ
二
臨
レ
境　

ニ

奔　
ル
ニ

 

一
レ
好　

ニ

。
科　

ト

与
レ
時
不
レ
無ン

ハ
ア
ラ

   

レ

不ル
コ
ト

レ
移
。
大

-

都
直

-

鎮
。
人
情
豁

-

落
。
采　

テ
二
易

-

直　
ヲ

一
。
不
レ
愛　

セ
二
沈
滞　

ヲ
一
。

〈
訓
読
〉
其
れ
偽
劇
は
、
心
を
師
と
し
て
適
く
所
に
従
う
。
但
老
優
に
し
て
科
を
為

す
や
、
志
て
為
さ
ず
、
為
し
て
限
る
所
有
り
。
其
の
浅
深
を
量
る
に
、
汽
乎
と
し

て
商は

か

り
易
か
ら
ず
。
喜
び
大
に
し
て
何
ぞ
笑
を
揚
げ
ざ
る
や
。
憂
窮
る
者
は
反
て

恬
然
た
り
。
又
怠
ら
ず
当
時
万
種
の
意
態
有
り
。
優
者
果
し
て
能
く
摸
し
出
す
こ

と
を
得
る
や
否
や
。
又
境
に
臨
み
好
に
奔は

し

る
に
方あ

は
せて

、
科
と
時
と
移
ざ
る
こ
と
無

く
ん
ば
あ
ら
ず
。
大
都
直
鎮
、
人
情
豁
落
、
易
直
を
采
て
、
沈
滞
を
愛
せ
ず
。
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〈
注
〉１

、偽
劇
＝「
戯
劇
」の
意
か
。「
戯
劇
」は
芝
居
、演
劇
の
こ
と
。『
譯
註
先
哲
叢
談
』

（
新
井
白
石
）
卷
五
「
七
歳
の
比
ひ
父
母
拉
し
て
戯き

げ
き劇

を
觀
る
」
と
あ
り
、『
詩

学
逢
原
』
上
「
今
日
ニ
至
テ
、
詩
只
慰
ミ
ゴ
ト
ニ
ナ
リ
、
甚
シ
キ
ハ
俳
語
戯
劇

ノ
詞
ヲ
用
ヒ
」
で
は
、
古
典
文
学
大
系
の
補
注
に
『
詩
轍
』
の
一
文
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
歌
舞
戯
」
と
い
う
語
が
見
え
、
ま
た
「
戯
劇
」
を
歌

舞
伎
の
意
に
用
い
て
い
る
。

　
　

た
だ
し
、「
喜
大
而
何
不
レ
揚
レ
笑
」と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
出
の「
優
劇
」

に
対
し
て
、
正
式
で
な
い
演
劇
の
意
に
用
い
た
語
か
。
例
え
ば
「
俄
」
は
享
保

（
1
7
1
6
～
1
7
3
6
）
の
こ
ろ
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
坂
の
住
吉

神
社
で
参
詣
者
が
行
な
っ
た
の
が
初
め
て
だ
と
い
う
。
後
、
遊
里
の「
流
し
俄
」

な
ど
に
発
展
し
、
長
く
続
く
と
い
う
。
最
後
に
「
は
ね
」「
下
げ
」
な
ど
と
称

す
る
落
ち
が
あ
る
こ
と
が
『
孔
雀
楼
筆
記
』（
前
出
）、『
古
今
俄
選
』（
安
永
４

年
〈
1
7
7
5
〉
刊
）
な
ど
に
見
え
る
。

２
、
汽
乎
＝
水
が
か
れ
て
い
る
、
中
が
空
っ
ぽ
、
の
意
、
ま
た
、
茫
漠
と
し
て
い

る
意
か
。

３
、
意
態
＝
心
の
さ
ま
。

４
、
方
＝
〔
煕
〕〔
説
文
〕
併ア

ハ
ス

 

レ
船　

ヲ

也
。
象　

ト
ル

 

二
両　

ノ

舟　
ノ

省
総フ

ル

 

レ
頭　

ヲ

形　
ニ

一
。〔
漢
〕
な
ら

べ
る
。
あ
わ
せ
る
。〔
爾
雅
、
釈
水
〕
大
夫
方
舟
。〔
李
注
〕
併
二
両
船
一
。

５
、
方
二
臨
レ
境
奔
一
レ
好
。
科
与
レ
時
不
レ
無
レ
不
レ
移
＝
そ
の
と
き
の
場
面
・
嗜
好

に
合
せ
て
、
し
ぐ
さ
は
必
ず
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
く
、
の
意
。

６
、
大
都
＝
お
お
む
ね
。
あ
ら
ま
し
。
大
抵
。『
書
言
字
考
節
用
集
』「
大ヲ

ヽ

都ヨ
ソ

」

７
、
直
鎮
＝
す
ぐ
に
鎮
ま
る
意
か
。

８
、人
情
豁
落
。
采
二
易
直
一
。
不
レ
愛
二
沈
滞
一
＝
人
情
は
ひ
ろ
く
て
お
お
ら
か
で
、

平
易
率
直
を
む
ね
と
し
、
沈
滞
し
て
進
展
し
な
い
も
の
を
好
ま
な
い
。

【
本
文
６
】
於　

ル
モ

 

二

其
表

-

粧　
ニ

一
。
亦
唯
善　

ト
シ

 

二

魁

-

梧　
ヲ

一
。
美　

ト
シ

 

二

大

-

袖　
ヲ

一
。
不
レ

屑
二
々　

タ
ラ

 

於
其
選　

ニ
一
。
通

-

是
要

-

津
。
士

-

狡

-

猾
。
穿　

テ

取
二
詳
密　

ヲ
一
。
不
レ
悦
二

卒
畧　

ヲ
一
。
其
趣
専
在　

テ
二
抑
揚
縦

-

送
之
域　

ニ
一
。
以
取　

ル
二
其
顧リ

シ
ヲ

  

一
。
雖ト

モ

 

レ
得　

リ
ト

 

二
気

-

象　
ヲ

一
也
。
有　

レ
ハ

 

二
一　

ノ

忽

-

諸
一
。
即
未
レ 

免
二
笨

-

伯
之
貶　

ヲ
一
。
其　

レ

既　
ニ

如
レ
此　

ノ

。
劇　

モ

亦

不ル
カ

 

レ
足　

ラ 

レ
頼　

ム
ニ

 

歟
。

〈
訓
読
〉
其
の
表
粧
に
於
る
も
、
亦
唯
魁
梧
を
善
と
し
、
大
袖
を
美
と
し
、
其
の
選

に
屑
々
た
ら
ず
。
通
是
の
要
津
、
士

の
狡
猾
、
穿
て
詳
密
を
取
り
、
卒
略
を

悦
ば
ず
。
其
趣
専
ら
抑
揚
縦
送
の
域
に
在
て
、
以
て
其
の
顧め

ぐ

り
し
を
取
る
。
気
象

を
得
り
と
雖
も
、
一
の
忽
諸
有
れ
ば
、
即
ち
未
だ
笨
伯
の
貶
を
免
れ
ず
。
其
れ
既

に
此
く
の
如
し
。
劇
も
亦
頼
む
に
足
ら
ざ
る
か
。

〈
注
〉１

、
表
粧
＝
い
で
た
ち
、
の
意
か
。

２
、
魁
梧
＝
体
が
大
き
い
さ
ま
。
た
く
ま
し
い
。『
先
哲
叢
談
續
編
』
八
・
石
筑

波
「
正
盛
（
略
）
膂
力
人
に
絶
し
、
能
く
強
弓
を
彎
く
、
其
人
と
爲
り
や
、
魁

梧
美
髯
、
甚
だ
威
容
あ
り
」

３
大
袖
＝
袖
口
が
広
く
、
た
も
と
が
長
い
衣
服
。
朝
廷
の
即
位
・
大
嘗
会
な
ど
の

大
祀
の
時
、
小
袖
の
上
に
着
る
礼
服
。
こ
こ
は
礼
服
の
よ
う
に
立
派
な
衣
装
を

指
す
か
。『
在
京
随
筆
』「
襟
如
法
衣
。（
略
）水
戸
殿
ニ
テ
御
勘
ノ
書
物
ヲ
見
ハ
、

礼
服
ノ
大
袖
ノ
如
ナ
ル
袖
ナ
リ
也
」

４
、
不
レ
屑
二
々
於
其
選
一
＝
「
屑
々
」
は
こ
せ
つ
く
さ
ま
。
役
者
の
い
で
た
ち
に

つ
い
て
細
か
い
こ
と
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
、
の
意
か
。

５
、
通
是
要
津
＝
「
通
」
は
物
知
り
の
意
か
。「
要
津
」
は
要
職
に
あ
る
者
。

６
、
士

＝
〔
漢
〕
に
「「

」
は
「
酩
」
に
同
じ
」
と
あ
る
。

７
、
卒
略
＝
先
を
急
い
だ
り
、
省
略
し
た
り
す
る
こ
と
。『
山
中
人
饒
舌
』
上
「
所

謂
漢
画
。（
略
）
用
筆
卒
略
。
施
彩
軽
媚
（
謂
は
ゆ
る
漢
画
は
（
略
）
用
筆
卒
略
、

施
彩
軽
媚
な
る
〈
あ
り
。〉）」

　

以
上
の
「
士

狡
猾
。
穿
取
二
詳
密
一
。
不
レ
悦
二
卒
畧
一
」
に
つ
い
て
は
、
演
技

に
つ
い
て
の
言
葉
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
解
明
で
あ
る
。
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８
、
抑
揚
＝
演
技
の
自
由
闊
達
な
さ
ま
を
い
う
か
。『
莠
句
冊
』
二
「
都
会
の
地

は
態
度
優
に
抑
揚
篭
り
」、
同
八「
陳ち

ん
と
な
ん

図
南
は
酒
落
せ
し
高
明
に
て
。
抑よ

く
や
う揚（〈

左

注
〉
し
め
ゆ
る
め
）
皆
心
を
用
ひ
た
り
」

９
、
縦
送
＝
〔
漢
〕
矢
を
は
な
つ
を
縦
と
い
い
、
禽
を
追
う
を
送
と
い
う
。『
漢

語
大
詞
典
』「
奔
馳
之
貌
」。
演
技
の
す
ば
や
い
さ
ま
を
い
う
か
。

10
、
顧
＝
〔
煕
〕〔
玉
篇
〕
瞻
也
。
廻
レ
首
曰
レ
顧
。（
略
）
又
眷カ

ヘ
リ
ミ
ル

也
。

11
、
気
象
＝
気
風
、
風
格
。『
英
草
紙
』（
都
賀
庭
鐘
、
寛
延
2
年〈
1
7
4
9
〉刊
）

四
「
其
の
気
象
高
き
が
故
に
、
け
つ
く
世
上
の
な
ら
は
し
に
漏
る
る
事
は
な
さ

ず
、
女
色
を
も
親
ま
ず
遠
ざ
け
ず
」、『
莠
句
冊
』
二
「
美
は
易
く
し
て
勢
を
失

ひ
や
す
く
。
醜
は
な
し
か
た
く
し
て
よ
く
気
象
を
養
ふ
」
な
ど
。

12
、
忽
諸
＝
な
お
ざ
り
、
ま
た
、
ゆ
る
が
せ
に
す
る
の
意
。『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

（
曲
亭
馬
琴
、
文
化
11
～
天
保
13
年
〈
1
8
1
4
～
4
2
〉）
六
九
回
「
は
や

く
支
度
を
整
へ
て
、
わ
が
宿
所
ま
で
お
く
り
来
さ
れ
よ
。
忽
諸
に
な
し
給
ひ

そ
」、
同
八
一
回
「
な
ほ
忽
諸
に
し
が
た
き
は
、
刀
傷
人
の
療
養
な
り
」
な
ど
。

13
、
笨
伯
の
貶
＝
肥
大
な
人
に
対
す
る
貶
称
。
ま
た
、
雑
な
こ
と
に
対
す
る
酷

評
。「
雖
レ
得
二
気
象
一
也
」
以
下
は
、
そ
れ
な
り
の
風
格
は
備
わ
っ
て
い
る
が
、

ち
ょ
っ
と
雑
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
酷
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
だ
か
ら
劇
も
挿

図
制
作
の
参
考
に
な
ら
な
い
、
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。

【
本
文
７
】
難　

ヒ

哉
其
当ル

コ
ト

  

レ

之　
ニ

矣
。
所
二

以
　
ナ
リ

甲

-

子
為　

ニ
レ

之　
カ

有
一
レ

移ル
コ
ト

  

也
。
雖
レ

然リ
ト

 

熟
々
見　

ル
ニ

 

二
。
彼　

レ
カ

 

所　
ヲ

一
レ
設　

ル
レ
図　

ヲ

也
。
不　

ル
ノ
ミ

  

レ
過
二
貴

-

人　
ハ

垂
拱　

シ

。
小

-

人　
ハ

下　
リ

拝　
シ

。

智

-

傭　
ハ

俊　
ニ

。
兇　

ハ

獰ナ
ル
ニ

  

一
而
已
。
閨

-

閤
釵

-

裙　
ハ

。
巧

-

髪
凝　

シ
二
宮

-

粧　
ヲ

一
。
長

-

袖
学　

フ
二

京

-

様　
ヲ

一
。
所ナ

ル
カ

  

レ
不
レ
可
レ
已　

ム

乎
。
望　

ス
レ
ハ

  

負　
ヒ

レ
椅　

ニ

。
臥　

ス
ニ

 

上
レ
床　

ニ

。
立　

テ

以
取
レ
禮　

ヲ

。
揖シ

テ

而

守　
ル

レ
譲　

ヲ

。
是
其
平
常　

ニ

。
有　

ン
ヤ

 

焉
。
知
レ
彼　

ヲ

施　
セ
ハ

 

レ
此　

ニ

。
則
足レ

リ

 

レ
爲　

ル
ニ

 

レ
不　

ト
レ
失
二
其　

ノ

半　
ヲ

一
矣
。

於テ
カ

レ
此　

ニ

乎
。
啓　

キ
レ
筆　

ヲ

馳
レ
墨　

ヲ

。
既　

ニ

得タ
リ

 

レ
卒コ

ト
ヲ

  

レ
業　

ヲ

。

〈
訓
読
〉
難
い
か
な
其
の
之
に
当
る
こ
と
。
甲
子
之
が
為
に
移
る
こ
と
有
る
所
以
な

り
。
然
り
と
雖
も
熟つ

ら
つ
ら々

彼
が
図
を
設
る
所
を
見
る
に
、
貴
人
は
垂
拱
し
、
小
人
は

下
り
拝
し
、
智
傭
は
俊
に
、
兇
は
獰
な
る
に
過
ぎ
ざ
る
而の

み已
。
閨
閤
釵
裙
は
、
巧

髪
宮
粧
を
凝
し
、
長
袖
京
様
を
学
ぶ
。
已
む
べ
か
ら
ざ
る
所
か
。
望
す
れ
ば
椅
を

負
ひ
、
臥
す
に
床
に
上
り
、
立
て
以
て
禮
を
取
り
、
揖
し
て
譲
を
守
る
。
是
れ
其

の
平
常
に
有
ん
。
彼
を
知
り
此
を
施
せ
ば
、
則
ち
其
の
半
を
失
せ
ざ
る
と
為
せ
る

に
足
る
。
此
に
於
て
や
、
筆
を
啓
き
墨
を
馳
せ
、
既
に
業
を
卒
す
る
こ
と
を
得
た

り
。

〈
注
〉１

、
甲
子
＝
年
月
。

２
、
彼
＝
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
鳥
居
清
満
の
『
通
俗
三

国
志
』
を
指
す
か
。

３
、
垂
拱
＝〔
漢
〕衣
を
垂
れ
手
を
こ
ま
ぬ
く
敬
礼
。〔
礼
、
玉
藻
〕凡
侍
二
於
君
一
、

云
云
、
垂
拱
。〔
疏
〕
拱
、
沓
レ
手
也
、
身
俯
則
宜
二
手
沓
而
下
垂
一
也
。

４
、
傭
＝
〔
煕
〕〔
説
文
〕
皃
頌カ

タ
チ儀

也
。

５
、
閨
閣
＝
奥
御
殿
。

６
、
裙
＝
女
性
の
衣
装
の
一
。
も
。
裳
。

７
、
凝
＝〔
煕
〕〔
説
文
〕　

水
堅　

キ

也
。
本
作
レ
冰　

ニ

。（
略
）又〔
増
韻
〕成
也
。
定
也
。

８
、
揖
＝
え
し
ゃ
く
す
る
。

９
、
不
失
＝
誤
り
が
な
い
。

【
本
文
８
】
旁　

ラ

効　
テ

二
画

-

引　
ニ

一
。
濫　

リ
ニ

 

加
二
国

-

字　
ヲ

一
。
短

-

毫
其
不ス

ヤ
ト

  

レ
亦　

セ

乎
。
今
乃

要ス
ル
ニ

  

レ
之　

ヲ

。
則
鴻

-

鵠　
ハ

与
二
燕

-

雀
一
。
自
不
レ
同　

セ
二
風
雲　

ヲ
一
。
万

-

乱
百

-

機
。
御
摂

随
二
授

-

承　
ニ

一
。
忠

-

肝
勇

-

膽
。
出
二
丹
心　

ニ
一
。
固　

ヨ
リ

 

非
二
以
レ
我　

ヲ

所　
ニ

一
レ
可
レ
比　

ス

。
是
即

糖

-

止ル
ノ
ミ

レ
啼　

ヲ

耳
。

〈
訓
読
〉
旁
ら
画
引
に
効な

ら
ひて

、
濫
り
に
国
字
を
加
へ
、
短
毫
其そ

れ

亦
せ
ず
や
。
今
乃
ち

之こ
れ

を
要
す
る
に
、
則
ち
鴻
鵠
は
燕
雀
と
、
自
ら
風
雲
を
同
せ
ず
。
万
乱
百
機
、
御

摂
授
承
に
随
う
。
忠
肝
勇
膽
、
丹
心
に
出
づ
。
固
よ
り
我
を
以
て
比
す
べ
き
所
に

あ
ら
ず
。
是
即
ち
糖

啼
を
止
る
の
み
。

都賀大陸著『絵本三国志』序・賛の翻刻および註釈のこころみ

(9)
—56—



〈
注
〉１

、
旁
＝
〔
煕
〕〔
釈
名
〕　

在ル
ヲ

 

レ

辺　
ニ

曰　
フ

レ

旁カ
タ
ハ
ラ
ト

  

。〔
玉
篇
〕
猶　

ホ
レ

側カ
タ
ハ
ラ
ノ

也
。

非　
ル

二
一
方　

ニ
一
也
。

２
、
効
＝
な
ら
う
。
か
た
ど
る
。
の
っ
と
る
。〔
煕
〕〔
集
韻
〕
象カ

タ
ド
ル

 

也
。
功イ

サ
オ
シ

也
。

３
、
画
引
＝
画
の
導
き
、
眉
仙
の
挿
図
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
か
。（「
引
」
＝
〔
煕
〕

〔
集
韻
〕
導
也
。〔
史
記
韓
長
孺
伝
〕
奉
引　

シ

堕オ
チ
テ

 

レ
車　

ヨ
リ

 

蹇　
ス

。〔
註
〕
為　

シ
テ

 

二
天
子　

ノ

導

引　
ヲ

一
而
堕　

テ
レ
車　

ヨ
リ

跛ア
シ
ナ
ヘ
ル

   
。）

４
、
短
毫
＝
未
熟
な
筆
の
意
で
、
序
者
大
陸
が
謙
遜
し
て
用
い
た
語
か
。

５
、
要
＝
つ
ま
り
。
結
局
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
。

６
、
万
乱
百
機
＝
多
く
の
乱
れ
と
多
く
の
変
化
の
き
ざ
し
、
の
意
か
。

７
、
御
摂
＝
制
禦
し
、
し
ず
め
る
こ
と
、
統
御
統
摂
す
る
こ
と
、
の
意
か
。

８
、
授
承
＝
さ
ず
け
る
こ
と
と
う
け
る
こ
と
、
の
意
か
。

９
、
忠
肝
＝
忠
義
の
心
。
忠
魂
。
忠
膽
。

10
、
勇
膽
＝　

勇
ま
し
く
度
胸
が
あ
る
。
強
い
度
胸
。

11
、
是
＝
「
彼
」
に
対
し
、
自
分
つ
ま
り
大
陸
自
身
を
さ
す
か
。

〈
補
注
〉
本
文
１
で
「
不
レ
厭
二
彼
食
言
一
。
話
説
之
托
二
国
字
一
者
。
続
々
而
起
。
偽

閒
目
以
二
軍
書
一
也
。
如
レ
可
レ
笑
矣
」
と
、
既
に
刊
行
さ
れ
た
『
三
国
演
義
』
関
係

の
書
物
を
批
判
し
て
い
な
が
ら
、「
旁
効
二
画
引
一
。濫
加
二
国
字
一
。短
毫
其
不
レ
亦
乎
」

と
心
配
し
、
自
分
も
ま
た
「
糖

止
レ
啼
耳
」
で
あ
る
と
、
謙
遜
し
て
い
る
。

【
本
文
９
】
又
見　

ル
ニ

三
宣

-
和　

ノ

写ス
ヲ

 

二
爽
鳩　

ヲ
一
。
幾　

ン
ト

 

平

-

二
章　

シ

其
醜　

ヲ
一
。
不
レ
惜
二
精

-

密　
ヲ

一
。

而ル
ニ

 

視レ
ハ

 

二
探
幽
氏　

ノ

之
快
墨
（
一
）。
鳶　

カ

烏カ

亦
無キ

モ
ノ
ニ

レ
辧
者
。
蹯

-

之
辷　

ル
二
羊

-

羹　
ニ

一
。

其
燕

-

好
自
別　

也

。
而　

ル
ニ

 

賞

-

采　
ノ

家
各
有
レ
所
レ
取
。
抑

　々
テ在

二
拂
レ
絹
臨
レ
素　

ニ

之
際　

ニ
一
。
豈

遑フ
ラ
ン
ヤ

レ
迎　

ル
ニ

 

二
其
衆

-

好　
ヲ

一
哉
。
方　

ニ

今
膾

-

炙
已　

ニ

可　
ニ

レ
口　

ニ

。
鼓

-

吹
早　

ク

響　
キ

應　
ス

。
有ル

ヤ

 

下

不　
シ
テ

レ
期
レ
得コ

ト
ヲ

  

而
得　

タ
ル
コ
ト

   

上
也
。
眉

-

仙　
ノ

為
レ
業
。
於　

テ
カ

 

レ
是　

ニ

乎
可
レ
稱
二
一

-

家　
ト

一
矣
。

　

戊
申
正
月
大
陸
都
賀
直
撰

〈
訓
読
〉
又
宣
和
の
爽
鳩
を
写
す
を
見
る
に
、
幾ほ

と

ん
ど
其
の
醜
を
平
章
し
、
精
密
を

惜
ま
ず
。
而
る
に
探
幽
氏
の
快
墨
を
視
れ
は
、
鳶
か
烏
か
亦
辧
無
き
も
の
に
、
蹯

の
羊
羹
に
辷
る
。
其
燕
好
自
別
な
り
。
而
る
に
賞
采
の
家
各

お
の
お
の

取
る
所
有
り
。

抑そ
も
そ
も々

絹
を
拂
い
素
に
臨
む
の
際
に
在
り
て
豈あ

に

其
の
衆
好
を
迎
る
に
遑い

と
まあ

ら
ん
や
。

方
に
今
膾
炙
已
に
口
に
可よ

き

に
、
鼓
吹
早
く
響
き
應
ず
。
得
る
こ
と
を
期
せ
ず
し
て

得
る
こ
と
有
る
や
、
眉
仙
の
業
為
り
。
是
に
於
て
一
家
と
稱
す
べ
し
。

　
　

戊
申
正
月
大
陸
都
賀
直
撰

〈
注
〉１

、
宣
和
＝
『
宣
和
画
譜
』
の
こ
と
。〔
漢
〕
二
十
巻
。
撰
者
未
詳
。
宋
の
徽
宗

の
朝
に
内
府
に
蔵
し
て
い
た
画
、
６
３
９
６
軸
、
２
３
１
人
を
収
め
る
。
大
抵

米
芾
の
鑿
別
し
た
も
の
で
、
懐
古
図
よ
り
善
い
と
い
う
。〔
四
庫
提
要
、
子
、

芸
術
類
〕

２
、
爽
鳩
＝
〔
漢
〕
鷹
の
異
名
。

３
、
平
章
＝
わ
か
ち
明
ら
か
に
す
る
。

４
、
探
幽
氏
＝
狩
野
探
幽
。
慶
長
７
～
延
宝
２
年
（
1
6
0
7
～
7
4
）。
江
戸

初
期
の
画
家
。
京
都
の
人
。
孝
信
の
子
。
名
は
守
信
。
宗
家
を
弟
尚
信
に
譲
り

幕
府
の
御
用
絵
師
と
な
り
、
鍛
冶
橋
狩
野
家
を
起
こ
す
。
二
条
城
、
名
古
屋
城

を
は
じ
め
、
多
く
の
寺
社
、
大
名
屋
敷
の
障
壁
画
や
掛
幅
を
描
き
、
武
家
に
適

合
し
た
画
体
を
確
立
し
、
狩
野
派
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
う
。
作
品
「
東

照
宮
縁
起
絵
巻
」「
紫
宸
殿
賢
制
聖
障
子
絵
」
な
ど
。

５
、
蹯

＝
「
蹯
」
は
狐
・
狸
な
ど
獣
の
掌
、「

」
は
肉
の
あ
つ
も
の
。
高
級
品
。

「
蹯

」
も
「
羊
羹
」
も
あ
つ
も
の
で
、
高
級
料
理
。「
蹯

」
は
『
宣
和
画
譜
』

の
爽
鳩
、「
羊
羹
」
は
探
幽
の
鳥
の
絵
を
暗
示
す
る
か
。

６
、
燕
好
＝
酒
盛
り
を
し
引
出
物
を
贈
っ
て
、
あ
つ
く
も
て
な
す
こ
と
。
ま
た
、

閨
房
の
諧
楽
。『
詩
経
』「
宴
爾
新
昏
、
琴
瑟
静
好
」
に
拠
る
と
い
う
。
こ
こ
は

探
幽
の
表
現
が
派
手
で
あ
る
こ
と
を
い
う
か
。

７
、賞
采
の
家
＝
評
価
が
確
定
し
て
い
る
画
家
た
ち
を
指
す
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、

『
宣
和
画
譜
』
も
探
幽
も
そ
れ
ぞ
れ
取
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
の
意
に
な
る
。
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８
、
戊
申
＝
明
和
８
年
（
1
7
8
8
）
に
あ
た
る
。

〔
三
〕「
絵
本
三
国
志
・
鼎
賛
」
翻
刻

【
本
文
１
】

鼎
重
為
體　
　
　

鼎
重
く
體
を
為な

し

九
牧
朝
宗　
　
　

九
牧
朝
宗
す

三
足
自
用　
　
　

三
足
自
ら
用
う
れ
ど

両
耳
奈
聰　
　
　

両
耳
奈
ぞ
聰
か
ら
ん

大
江
都
庭
鐘

〈
注
〉
大
江
都
庭
鐘
＝（『
国
書
人
名
辞
典
』
よ
り
抜
粋
）都
賀
庭
鐘

つ
が
て
い

し
ょ
う　

医
者
・

漢
学
者
・
読
本
作
者
。〔
生
没
〕
享
保
３
年
（
1
7
1
8
）
生
、
没
年
未
詳
。

80
歳
前
後
で
没
か
。〔
名
号
〕
名
、
庭
鐘
。
字
、
公
声
。
通
称
、
六
蔵
。
号
、

十
千
閣
・
近
路
行
者
・
大
江
漁
人
・
辛
夷
館
な
ど
多
数
。〔
家
系
〕
子
、
大
陸
。

〔
経
歴
〕
大
阪
の
人
。
享
保
末
年
（
～
1
7
3
6
）
京
都
に
遊
学
し
、
書
・
篆

刻
を
新
興
蒙
所
に
、
医
を
香
川
修
庵
に
学
ぶ
。
ま
た
漢
学
を
学
び
、
白
話
文
学

流
行
の
折
か
ら
、
唐
話
を
研
究
し
、
翻
案
も
試
み
た
。
30
歳
ま
で
に
は
大
阪
天

満
で
医
を
開
業
し
た
と
目
さ
れ
る
。
書
画
を
よ
く
し
、
物
産
学
も
修
め
、
安
永

９
年
（
1
7
8
0
）『
康
煕
字
典
』
の
校
刊
を
行
な
い
、
読
本
作
者
と
し
て
も

知
ら
れ
た
。〔
著
作
〕『
英
草
紙
』〈
寛
延
２
年
刊
〉、『
繁
野
話
』〈
明
和
３
年

刊
〉、『
莠
句
冊
』〈
天
明
６
年
刊
〉、
他

【
本
文
２
】
霊れ

い

帝て
い

紀き

の
論ろ

ん

に
云
。
鼎か

な
への

器う
つ
はた

る
や
。
小せ

う

な
れ
ど
も
重お

も

く
し
て
其そ

の

家い
へ

の

神し
ん

是こ
れ

を
宝た

か
らと

す
。
他た

人に
ん

奪う
ば
ひて

別へ
つ

処し
よ

に
移う

つ

す
ま
じ
き
を
。
負お

ふ

て
趨は

し

る
に
い
た
り
て
は
。

歎た
ん

ず
へ
し
と
な
り
。

〈
注
〉「
霊
帝
紀
の
論
」
は
正
し
く
は
『
後
漢
書
』「
献
帝
紀
」
の
論
の
こ
と
か
。『
後

漢
書
』
本
紀
卷
九
・
孝
獻
帝
劉
協
紀
第
九
に
、「
論
曰
、
伝
称
、
鼎
之
為
レ
器
、

雖
レ
小
而
重
、
故
神
之
所
レ
宝
、
不
レ
可
二
奪
移
一
。
至
レ
令
二
負
而
趨
一
者
、
此
亦

窮
運
之
歸
乎
」
と
あ
る
。
後
漢
王
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
孝
獻
帝
に
対
す
る
人

物
評
で
あ
る
が
、
本
文
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
訓
読
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
本
文
３
】
楚そ

人ひ
と

が
鼎
を
問と

ひ
た
る
は
。
周し

う

の
国こ

く

勢せ
い

衰お
と
ろへ

て
。
か
す
か
に
有あ

る

か
無な

き

か

と
軽か

ろ

し
め
た
る
を
い
ふ
。

〈
注
〉　
『
春
秋
左
氏
伝
』「
宣
公
」三
年
に「
楚
子
伐
二
陸
渾
之
戎
一
、
遂
至
二
於
雒
一
。

觀
二
兵
于
周
疆
一
、
定
王
使
三
王
孫
滿
勞
二
楚
子
一
、
楚
子
問
二
鼎
之
大
小
輕
重
一

焉
、
對
曰
。
在
レ
德
不
レ
在
レ
鼎
、（
略
）周
德
雖
レ
衰
、
天
命
未
レ
改
。
鼎
之
輕
重
。

未
可
問
也
」
と
あ
る
。
楚
子
（
荘
王
）
が
陸
渾
〈
地
名
〉
の
異
民
族
を
伐
ち
、

遂
に
洛
水
の
ほ
と
り
に
至
り
、
周
の
国
境
で
兵
威
を
示
し
た
。
驚
い
た
周
の
定

王
は
王
孫
滿
を
荘
王
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
使
者
と
し
て
お
く
っ
た
と
こ
ろ
、
楚
子

は
周
の
神
器
で
あ
る
鼎
の
大
き
さ
や
重
さ
を
尋
ね
た
。
王
孫
滿
は
答
え
て
、「
鼎

の
大
小
軽
重
は
、
そ
れ
を
持
つ
人
の
徳
の
い
か
ん
に
よ
る
も
の
で
、
鼎
が
あ
る

か
ら
で
は
な
い
。（（
略
）
夏
、
殷
が
そ
の
徳
行
の
有
無
に
よ
り
興
亡
し
た
こ
と

を
語
り
）
今
、
周
の
天
子
の
徳
が
衰
え
て
い
る
と
は
申
せ
、
天
命
は
ま
だ
あ
ら

た
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
鼎
の
軽
重
を
問
う
て
、
天
子
の
位
を
奪
う
な
ど

と
い
う
野
心
を
お
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
と
い
う
（
明
治
書
院
刊

「
新
釈
漢
文
大
系
」
を
参
考
に
し
た
。
以
下
同
様
）。

　
　

こ
の
こ
と
は
、「
鼎
の
軽
重
を
問
う
」
と
い
う
故
事
成
語
の
語
源
と
な
り
、

そ
の
後
の
『
史
記
』『
蒙
求
』『
千
百
年
眼
』
な
ど
諸
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

【
本
文
４
】
伊い

尹い
ん

が
鼎か

な
へを

負お
ふ

た
る
は
。
己お

の

が
任に

ん

と
し
て
国こ

く

政せ
い

を
身み

の
上う

へ

に
背せ

負お
ふ

な
り
。
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〈
注
〉『
史
記
』「
殷
紀
」
に
「
伊
尹
名
二
阿
衡
一
、
阿
衡
欲
レ
奸
レ
湯
而
無
レ
由
、
乃

為
二
有
莘
氏
媵
臣
一
、
負
二
鼎
俎
一
、
以
二
滋
味
一
説
レ
湯
、
致
二
于
王
道
一
」
を
掲

げ
る
。『
蒙
求
』
の
標
題
。

【
本
文
５
】
其
は
じ
め
夏か

の

禹う

王わ
う

九き
う

鼎て
い

を
鋳い

て
是こ

れ

に
記し

る

す
は
。
政せ

い

法は
ふ

を
重お

も

く
し
変へ

ん

移い

せ

ざ
る
標し

る
しな

り
。

〈
注
１
〉『
説
文
』
に
「
鼎
、
昔
禹
収
二
九
牧
之
金
一
、
鋳
二
鼎
於
荊
山
之
下
一
、
入
二

山
林
川
沢
一
者
、
魑
魅
魍
魎
、
莫
二
能
逢
一
之
、
□
協
承
天
休
、
易
卦
、
巽
木
於

下
者
為
鼎
」、『
春
秋
左
氏
伝
』「
宣
公
」
三
年
に
「
昔
、
夏
之
方
有
レ
德
也
、
遠

方
図
レ
物
、
貢
二
金
九
牧
一
、
鑄
レ
鼎
象
レ
物
、
百
物
而
為
二
之
備
一
、
使
三
民
知
二

神
姦
一
。
故
民
入
二
川
沢
山
林
一
、
不
レ
逢
二
不
若
一
、
螭
魅
罔
兩
、
莫
二
能
逢
一
レ

之
。
用
能
協
二
于
上
下
一
、
以
承
二
天
休
一
。
桀
有
二
昏
德
一
、
鼎
遷
二
于
商
一
。
載

祀
六
百
。
商
紂
暴
虐
、
鼎
遷
二
于
周
一
。
德
之
休
明
、
雖
レ
小
重
也
。
其
姦
回
昏

乱
、
雖
レ
大
輕
也
。
天
祚
二
明
德
一
、
有
レ
所
二
底
止
一
。
成
王
定
二
鼎
于
郟
鄏
一
、

卜
レ
世
卅
、
卜
レ
年
七
百
。
天
所
レ
命
也
」
と
あ
る
。
こ
の
一
文
は
先
の
本
文
２

で
掲
げ
た
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
「（
略
）」
の
部
分
に
当
る
、
王
孫
滿
の
言
葉
の

一
部
で
あ
る
。
昔
、夏
王
が
天
子
と
し
て
の
立
派
な
徳
を
持
っ
て
い
た
時
代
に
、

遠
方
の
国
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
山
川
や
奇
異
な
物
の
形
を
描
い
て
献

上
さ
せ
、
ま
た
金
を
九
州
の
旗
頭
に
命
じ
て
献
上
さ
せ
、
鼎
を
鋳
造
し
た
。
そ

れ
に
地
方
か
ら
献
上
し
た
山
川
や
奇
異
な
物
の
形
を
き
ざ
み
、
民
に
知
ら
せ
て

魔
物
を
見
分
け
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
だ
か
ら
民
は
川
沢
や
山
林
に
は
い
っ
て

も
、
魔
物
を
避
け
て
通
り
、
魑
魅
魍
魎
の
害
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

上
下
が
相
和
合
し
て
天
の
助
け
を
受
け
て
世
は
栄
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

桀
王
に
至
り
、
そ
の
悪
徳
の
た
め
に
鼎
は
商
（
殷
）
に
遷
り
、
商
が
六
百
年
続

い
た
。
し
か
し
商
の
紂
王
が
暴
虐
で
あ
っ
た
た
め
、
鼎
は
周
に
遷
っ
た
。
鼎
を

持
つ
天
子
の
徳
が
美
わ
し
く
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
鼎
は
小
さ
く
て
も
重
く
て
遷

り
が
た
く
、
そ
の
徳
が
よ
こ
し
ま
で
乱
れ
て
お
れ
ば
、
大
き
く
て
も
軽
く
て
遷

り
や
す
い
。
天
が
明
徳
を
天
子
に
与
え
る
に
し
て
も
、
一
定
の
限
度
が
あ
り
、

周
の
成
王
が
都
を
郟
鄏
に
定
め
て
、
そ
こ
に
鼎
を
安
置
し
た
と
き
に
周
が
何
代

何
年
続
く
か
を
う
ら
な
っ
た
と
こ
ろ
、
三
十
代
七
百
年
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
は
天
の
命
ず
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
、
と
い
う
も
の
。

〈
注
２
〉『
莠
句
冊
』
第
五
篇
「
絶
間
池
の
演
義
強
頚
の
勇
衣
子
の
智
あ
り
し
話
」

で
「
九
鼎
」
に
ふ
れ
て
、
登
場
人
物
に
「
漢
土
の
む
か
し
夏
の
禹
王
洪
水
を
治

め
て
後
水
陸
の
妖
怪
を
閲
し
。
其
形
状
を
挙
て
。（
略
）
外
に
は
九
鼎
に
鋳
つ

鏤
つ
し
て
。
門
前
に
列な

ら

べ
。
人
民
に
彼
象か

た
ちを

先
に
知
ら
し
め
て
。
鬼
神
の
姦
に

勝
の
術
。
山
林
に
入
て
迷
は
ず
。
魑
魅
罔
両
我
本
形
を
人
に
知
ら
れ
て
は
害
を

な
す
こ
と
あ
た
は
ず
」
と
語
ら
せ
て
い
る
。

【
本
文
６
】
国く

に

の
鼎か

な
へは

長
ち
や
う

久き
う

に
動う

ご

か
ず
。
民た

み

の
鼎か

な
へは

。
中な

か

の
入に

ふ

実じ
つ

を
覆こ

ぼ

す
事こ

と

な
か
れ

と
ま
う
す〈

付
記
〉
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
読
み
づ
ら
い
文
字
が
多
く
、
間
違
い
が
多
々

あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ご
指
摘
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
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